
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
立
場
か
ら
、

中
小
企
業
庁
や
特
許
庁
の
取
り
組
み
、

特
許
庁
や
地
域
金
融
機
関
か
ら
見
た

知
財
金
融
、
今
後
の
戦
略
な
ど
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

知
財
金
融
の
現
状
と

将
来
に
向
け
て

│ 

肥
塚
直
人
氏

中
小
企
業
政
策
と

中
小
企
業
知
財
関
連
施
策
の

現
状

　

中
小
企
業
庁
を
中
心
に
行
わ
れ
る
中
小

企
業
政
策
は
、以
前
は
「
中
小
企
業
の
保
護
」

が
目
的
で
し
た
が
、
現
在
は
成
長
支
援
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。補
助
金
受
給
の
際
、

「
成
長
」
が
論
点
と
な
っ
た
り
、
地
域
未
来

牽
引
企
業
や
「
1
0
0
億
円
企
業
を
も
っ
と

創
出
し
よ
う
」
と
い
っ
た
議
論
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
経
緯
か
ら
「
選
択
と
集

中
」
に
よ
る
個
別
支
援
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
特
許
庁
の
施
策
「
伴
走
型

の
支
援
」
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。　

　

経
営
技
術
に
関
連
す
る
個
別
機
能
や
特

定
の
場
面
に
対
す
る
支
援
が
増
え
、
短
期
的

な
効
果
は
見
え
や
す
い
の
で
す
が
、「
対
処

療
法
的
」に
な
り
が
ち
な
こ
と
が
課
題
で
す
。

ま
た
、
中
長
期
的
な
競
争
力
向
上
の
た
め
の

経
営
資
源
の
獲
得
へ
の
意
識
や
取
り
組
み
が

十
分
で
は
な
い
場
合
も
あ
り
、
特
許
庁
の
施

策
と
連
携
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

　

特
許
庁
で
は
、
国
の
成
長
戦
略
と
連
動
し

て
中
小
企
業
の
支
援
を
進
め
ま
し
た
。
知
財

の
重
要
性
に
対
す
る
認
識
向
上
や
知
財
の
活

用
、
知
財
経
営
の
導
入
・
定
着
、
組
織
力
の

向
上
な
ど
が
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近

年
、
職
員
を
派
遣
し
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
特
許
庁
の
ハ
ン
ズ
オ

ン
支
援
や
I
N
P
I
T
の
加
速
的
支
援
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
知
財
の
導
入
・

定
着
は
中
長
期
的
な
取
り
組
み
で
リ
ー
チ
で

き
る
企
業
は
限
ら
れ
て
お
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
あ
る
企
業
を
見
逃
し
て
い
る
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。

1

発表1

知
財
金
融
に
関
す
る

勉
強
会

  「
知
財
金
融
」は
、
企
業
の
持
つ
知
的
財
産（
知
財
）に
着
目
・
評
価
し
て
、
金
融

機
関
が
融
資
や
本
業
支
援
を
行
う
こ
と
で
す
。
知
財
金
融
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ

て
約
10
年
が
経
過
し
、
様
々
な「
芽
」が
各
地
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

本
勉
強
会
で
は
、
知
財
金
融
の
到
達
点
と
今
後
の
更
な
る
深
化
に
向
け
て
、
様
々
な

角
度
か
ら
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

日
時
：
2
0
2
4
年
1
月
26
日（
金
）
15
：
30
〜
17
：
30

会
場
：
三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
&
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　
　
　
株
式
会
社
　
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

参加者：（会場）５名　（オンライン）２名

・
中
企
庁
や
特
許
庁
の
中
小
企
業
政
策

  

と
課
題

・「
知
財
金
融
」に
お
け
る
地
域
金
融
機

  

関
と
の
連
携
の
重
要
性

・
知
財
・
無
形
資
産
の
活
用

ポ

ト
ン
イ

長田敏彦　INPIT 長野県知財総合支援窓口　事業責任者
幸田　務　正林国際特許商標事務所　知財・経営支援部長
　　　　　（元尼崎信用金庫ソリューション推進部長）
肥塚直人　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社　
　　　　　　持続可能社会部長 兼 知的財産コンサルティング室長

強瀬理一　株式会社きらぼしコンサルティング　取締役会長
鮫島正洋　弁護士法人内田・鮫島法律事務所　パートナー弁護士・
　　　　　　弁理士

比嘉　満　INPIT沖縄県知財総合支援窓口　事業責任者
　　　　  おきなわフィナンシャルグループ　取締役監査等委員
家森信善　神戸大学経済経営研究所　教授
渡部博光　三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社　
　　　　　　フェロー（知的財産）政策研究事業本部東京本部長

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
株
式
会
社　

持
続
可
能
社
会
部
長 

兼 

知
的
財
産
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
室
長

イ 

ン 

ピ 

ッ 

ト



発表1

特
許
庁
側
か
ら
見
た

知
財
金
融

　

特
許
庁
は
長
年
、
知
財
金
融
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。そ
の
目
的
は
2
つ
あ
り
ま
す
。

1
つ
は
、
金
融
機
関
を
中
小
企
業
や
地
域
支

援
の
担
い
手
と
し
て
位
置
づ
け
、
そ
の
金
融

機
関
と
連
携
を
図
る
こ
と
。
も
う
1
つ
は
、

特
許
庁
が
ハ
ン
ズ
オ
ン
的
な
支
援
に
シ
フ
ト

す
る
中
、
金
融
機
関
が
注
力
し
て
い
る
本
業

支
援
と
連
携
す
る
こ
と
で
す
。
特
許
庁
は
国

家
全
体
の
戦
略
に
基
づ
い
て
動
い
て
お
り
、

中
小
企
業
支
援
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
が
狙

い
で
す
。

　

知
財
金
融
は
、
特
許
庁
が
提
唱
す
る
「
知

財
支
援
普
及
」
の
一
環
で
、
中
小
企
業
の
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
施
策
を
段
階
的
に
展
開
し

て
い
ま
す
。
企
業
の
多
く
が
知
財
に
無
関
心

な
状
態
で
、
特
許
庁
や
I
N
P
I
T
は
直

接
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
な
い
た
め
、
金
融
機
関

を
巻
き
込
ん
で
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
金
融
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
知
財

活
用
や
経
営
の
実
践
、
先
進
的
取
り
組
み
に

向
け
て
段
階
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
知
財

金
融
の
目
指
す
べ
き
姿
で
す
。

地
域
金
融
機
関
か
ら
見
た

知
財
金
融

　

金
融
機
関
は
自
ら
の
目
利
き
力
を
発
揮

し
、
企
業
の
事
業
性
を
評
価
し
、
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
や
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
支
援
を
提
供
し

ま
す
。
結
果
と
し
て
、企
業
が
成
長
す
れ
ば
、

資
金
需
要
や
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
機
会
が
増
え

ま
す
。
金
融
機
関
は
こ
の
サ
イ
ク
ル
を
意
識

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

金
融
機
関
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
お
い
て

「
預
金
債
権
」
は
大
き
な
ア
セ
ッ
ト
で
あ
り
、

取
引
先
の
借
入
金
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
取

引
先
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
取
引
先

が
い
い
経
営
資
源
を
獲
得
し
、
利
益
に
つ
な

が
る
サ
イ
ク
ル
が
回
れ
ば
、
金
融
機
関
に

と
っ
て
も
ア
セ
ッ
ト
の
質
が
高
ま
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

金
融
機
関
は
以
前
、
条
件
に
合
う
先
に
貸

し
付
け
る
こ
と
が
主
で
し
た
が
、現
在
は
「
取

引
先
の
成
長
と
共
に
自
身
も
成
長
す
る
」
と

い
う
考
え
方
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
金
融
機
関
の
資
産
と
し
て
人
的
資
源

や
関
係
資
産
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
こ
れ
が

経
営
戦
略
に
お
い
て
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
金
融
機
関
自
身
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し

て
、
取
引
先
の
成
長
を
促
進
し
、
企
業
価
値

を
高
め
て
い
け
る
よ
う
な
人
的
資
源
や
関
係

資
産
な
ど
の
経
営
資
源
を
獲
得
・
育
成
す
る

こ
と
は
、
自
身
も
成
長
す
る
た
め
に
重
要
で

す
。
こ
の
経
営
資
源
に
は
、
無
形
資
産
や
知

的
資
産
、
さ
ら
に
は
組
織
能
力
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

知
財
金
融
定
着
の

ト
ピ
ッ
ク
ス

　

最
近
の
取
り
組
み
は
、
大
き
く
2
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
1
つ
は
「
I
N
P
I
T
と
の

連
携
」
で
、
各
県
の
知
財
総
合
支
援
窓
口
と

地
元
の
金
融
機
関
が
連
携
協
定
を
結
ん
で
行

う
支
援
が
全
国
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
金
融

機
関
か
ら
の
要
望
で
窓
口
の
メ
ン
バ
ー
が
研

修
会
や
勉
強
会
な
ど
で
知
財
に
関
す
る
話
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
金
融
機
関
と
知

財
総
合
支
援
窓
口
が
共
催
す
る
合
同
セ
ミ

ナ
ー
や
相
談
会
の
開
催
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

も
う
１
つ
、
金
融
機
関
の
「
独
自
の
動
き
」

で
す
。「
知
財
マ
ッ
チ
ン
グ
」
と
い
う
流
れ
も

生
ま
れ
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
金
融
機
関
が

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
こ
れ
を
開
始
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
知
財
を
経
営
サ
ポ
ー
ト

の
一
環
と
し
て
提
供
す
る
金
融
機
関
が
増
え

て
い
ま
す
。
同
時
に
、「
ヒ
ア
リ
ン
グ
力
強
化
」

を
目
指
し
、
金
融
機
関
が
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
た

め
に
、
特
許
庁
が
作
成
し
た
知
財
金
融
の
テ

キ
ス
ト
類
を
活
用
す
る
取
り
組
み
も
見
ら
れ

ま
す
。

今
後
に
向
け
て

　

今
後
の
課
題
は
、「
地
域
掘
り
起
こ
し
」

と
「
支
援
の
在
り
方
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
」
で

す
。
第
３
次
地
域
知
財
活
性
化
行
動
計
画

で
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
に
続
く
第
４
の

経
営
資
源
で
あ
る
「
知
財
・
無
形
資
産
」
の

重
要
性
が
高
ま
る
中
、
企
業
が
こ
れ
を
獲
得

す
る
た
め
の
支
援
が
大
事
だ
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、「
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
強
化
」「
支
援
策
の
連
携
」
も
重
要
な
テ
ー

マ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

移
行
戦
略
と
し
て
の

知
財
・
無
形
資
産
投
資
戦
略

　
最
後
に
、「
知
財
・
無
形
資
産
の
投
資
・

活
用
促
進
」
に
つ
い
て
触
れ
ま
す
。
上
場
企

業
で
は
、
知
的
資
産
の
取
り
組
み
や
持
続
可

能
な
経
営
の
た
め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
開

示
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
こ
れ
を
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
中
小
企
業
と
の
建
設
的

な
対
話
に
も
応
用
で
き
な
い
か
と
い

う
問
題
が
、
推
進
計
画
の
中
で
議
論

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
「
移

行
戦
略
」
と
し
て
、
あ
る
い
は
A
s-

I
s　

T
o-

B
e
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
た
め
に
、
経
営
資
源
の
活
用
方

法
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、知
財
金
融
に
お
け
る
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
の
１
つ
で
す
。

2



東
京
き
ら
ぼ
し
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ

ル
ー
プ
を
例
に
金
融
機
関
の
構
造
が

説
明
さ
れ
た
後
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
や
課
題
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

知
的
資
産

取
り
組
み
の
軌
跡
と

今
後
の
方
向
性

│ 

強
瀬
理
一
氏

      

株
式
会
社
き
ら
ぼ
し
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ　

取
締
役
会
長

事
業
性
理
解
の
た
め
の
対
話

　

金
融
機
関
と
し
て
の
企
業
支
援
は
、
最

初
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

銀
行
員
は
企
業
の
事
業
内
容
を
理
解
せ
ず
、

資
金
繰
り
や
財
務
、
取
引
状
況
に
し
か
目

を
向
け
て
お
ら
ず
、
経
営
者
の
視
点
が
欠

け
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

銀
行
員
が
企
業
の
事
業
性
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
経
営
者
と
の
対
話
が
不
可
欠

で
す
。
そ
こ
で
、「
取
引
先
の
知
的
資
産
の

把
握
」
を
優
先
し
ま
し
た
。
知
的
資
産
に

は
人
材
や
技
術
、
組
織
力
等
も
含
ま
れ
ま

す
。
取
引
先
に
は
、知
的
資
産
を
人
的
資
産
、

構
造
資
産
、
関
係
資
産
の
３
つ
に
分
け
て

説
明
し
ま
し
た
。
対
話
の
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
に
「
知
的
資
産
経
営
報
告
書
」「
統
合
報

告
書
」「
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」
を
活
用

し
ま
し
た
。

取
引
先
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

　

取
引
先
へ
は
、
将
来
を
考
え
さ
せ
る
た
め

に
若
手
行
員
を
派
遣
し
、
経
営
者
に
会
社
の

背
景
や
目
的
を
尋
ね
る
よ
う
指
示
し
ま
し

た
。
長
い
つ
き
合
い
の
相
手
に
と
っ
て
、
再

度
話
を
聞
か
れ
る
こ
と
に
疑
問
が
生
じ
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、「
学
び
た
い
の
で
話
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
、
そ
の
内
容

を
上
司
に
報
告
さ
せ
ま
し
た
。

　

次
に
、「
事
業
価
値
を
高
め
る
経
営
レ

ポ
ー
ト
」
を
使
っ
て
企
業
評
価
を
進
め
ま
し

た
。

　

事
業
性
評
価
や
審
査
に
お
い
て
も
当
行

は
知
的
資
産
に
着
目
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
」
は
現
在
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
門
で
効
果
的
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

取
引
先
と
共
に
事
業
を
検
討
し
て
い
く

に
は
、
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
て
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
変
え
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
ど

ん
な
成
果
を
出
す
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
経
済
的
価
値
だ
け
で
な
く
、
社
会

的
価
値
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
実

現
に
は
知
的
財
産
が
重
要
で
す
。

啓
発
活
動
や
教
育
が

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
へ
展
開

　

実
は
、
企
業
自
体
が
自
社
の
強
み
を
理
解

し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
啓
発
活
動
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
社
員
と
銀
行
員
両

方
に
対
し
て
知
的
資
産
の
教
育
と
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
期
の
「
知

的
資
産
経
営
導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、

専
門
家
と
銀
行
員
が
取
引
先
を
訪
問
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
後
に
経
営
サ
ポ
ー
ト
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
発
展
し
ま
し
た
。

　
「
知
的
資
産
経
営
講
座
」
に
は
、
報
告
書
の

作
成
な
ど
の
内
容
が
含
ま
れ
、
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
最
初
は
東
京
都
立
産
業
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
行
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
専
門
家
や
特
許
事
務
所
の
協
力
を
得
て
、

戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
焦
点
を
移
し
ま

し
た
。「
き
ら
ぼ
し
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
事
業
理

解
の
た
め
の
通
信
教
育
で
、
管
理
職
を
介
さ

ず
に
、
若
手
と
本
部
が
連
携
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
取
り
組
ん
だ
行
員
た
ち
が
管
理
職
に

昇
進
し
、
優
れ
た
人
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
自
社
内
で
知
的
財
産
評
価
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
展
開
す
べ
く
教
育
と
コ
ン

3
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・
取
引
先
の
視
点
を
持
ち
、
対
話
す
る

  

こ
と
が
不
可
欠

・
対
話
の
た
め
に
ツ
ー
ル
を
活
用

・
銀
行
員
、
社
員
へ
の
啓
蒙
・
教
育
が

  

重
要 ポ
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サ
ル
テ
ィ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
を
整
備

し
、
知
的
財
産
管
理
技
能
士
の

資
格
取
得
を
促
進
し
、
知
的
財

産
ア
ナ
リ
ス
ト
や
弁
理
士
の
育

成
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

知
的
資
産
で
企
業
価

値
を
向
上
さ
せ
る

　

私
た
ち
は
企
業
の
成
長
や
価
値
向
上
の
促

進
の
た
め
に
知
的
資
産
を
可
視
化
し
、
実
質

的
な
資
産
に
転
換
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
融
資
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
、

新
事
業
、M

&
A

な
ど
で
、
経
営
レ
ポ
ー
ト
や

経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
を
活
用
し
て
将
来
の

ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
ま
す
。
企
業
と
の
対

話
を
重
視
し
、
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
取

り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
銀
行
は
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
し
て
、
結
果
と
し
て
手
数
料

を
得
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

独
自
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
も
提
供
し
て
い
ま

す
。
知
的
財
産
権
取
得
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス

は
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
特
許
出
願
状
況

の
分
析
や
技
術
動
向
の
調
査
に
は

J-P
latP
at

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
た
内
容
を
実
現
す
る
に

は
、
知
的
財
産
管
理
技
能
士
や
知
的
財
産
ア

ナ
リ
ス
ト
、
場
合
に
よ
っ
て
は
弁
理
士
が
必

要
で
す
が
、
銀
行
の
役
割
は
主
に
「
気
づ
き

を
与
え
る
」こ
と
に
あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
銀
行
の
責
任
範
囲
に

含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
金
融
機
関
の
方
向

性
の
一
例
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は

実
現
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。



地
域
金
融
機
関
と
の
連
携
件
数
が
全

国
1
位
の
I
N
P
I
T
長
野
県
知
財

総
合
支
援
窓
口
。
そ
の
要
因
や
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

・
長
野
県
は
金
融
機
関
と
の
連
携
が

  

全
国
１
位

・
要
因
は
金
融
機
関
と
の
包
括
連
携

  

協
定
と
信
頼
関
係

・
金
融
機
関
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

  

が
必
要

知
財
窓
口
と

金
融
機
関
と
の

連
携
が
定
着

│ 

長
田
敏
彦
氏

      

I
N
P
I
T
長
野
県
知
財
総
合
支
援
窓
口　

        

事
業
責
任
者

　

長
野
県
の
窓
口
は
県
内
に
２
か
所
あ
り
、

ど
ち
ら
も
工
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
内
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
特
に
長
野
市
の
窓
口

は
、
県
の
政
策
で
同
じ
フ
ロ
ア
に
中
小
企

業
支
援
機
関
が
集
ま
っ
て
お
り
、
互
い
に

協
力
し
て
充
実
し
た
支
援
を
提
供
で
き
る

こ
と
が
強
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
窓
口
で
連
携
件
数
が
多
い
の
は
、

よ
ろ
ず
支
援
窓
口
や
商
工
会
議
所
な
ど
で

す
が
、
長
野
で
は
金
融
機
関
が
一
番
多
く
、

令
和
４
年
度
の
連
携
件
数
は
全
国
１
位
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因
は
包
括
連
携
協

定
で
す
。
現
在
、
８
つ
の
金
融
機
関
と
協

定
を
結
ん
で
お
り
、
最
初
に
締
結
し
た
長

野
県
信
用
組
合（
け
ん
し
ん
B
A
N
K
）は
、

知
財
に
対
す
る
取
り
組
み
が
特
に
優
れ
て

い
ま
す
。
次
に
締
結
し
た
長
野
信
用
金
庫

は
、
県
の
信
用
金
庫
協
会
の
事
務
局
を
担

当
し
て
い
て
、
他
の
信
用
金
庫
に
も
広
が

り
ま
し
た
。
包
括
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
た
要
因
に
は
、
金
融
機
関
か
ら
の

顧
客
紹
介
を
受
け
る
た
め
に
、
長
年
に
わ

た
っ
て
築
い
て
き
た
信
頼
関
係
が
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

金
融
機
関
に
は
、
知
財
知
識
を
持
つ
人

材
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
知
財
が
金
融
機

関
の
優
先
事
項
で
は
な
い
た
め
、
担
当
者

が
重
要
視
し
て
も
幹
部
に
ま
で
届
か
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
役
員
へ
の

協
定
締
結
働
き
掛
け
や
職
員
が
企
業
の
知

財
課
題
に
気
づ
く「
目
利
き
力
」は
重
要
で
、

知
財
研
修
を
通
じ
て
こ
れ
を
向
上
さ
せ
て

い
ま
す
。
研
修
は
、
２
・
３
か
月
集
中
的
に

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
私
ど
も

の
支
援
担
当
者
が
支
援
時
に
同
席
す
る
こ

と
に
よ
り
、
現
場
で
学
び
「
目
利
き
力
」

向
上
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

支
援
を
す
る
中
で
動
き
が
あ
っ
た
時
に

は
、
必
ず
支
店
長
や
営
業
担
当
へ
連
絡
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
金
融

機
関
が
一
生
懸
命
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。
支

援
は
金
融
機
関
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て

い
き
ま
す
の
で
、
私
た
ち
は
そ
の
一
部
で
あ

る
知
財
面
の
支
援
を
す
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

や
は
り
主
役
は
金
融
機
関
だ
と
い
う
意
識

を
常
に
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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地
域
金
融
機
関
の
社
外
取
締
役
の
立

場
で
も
あ
る
比
嘉
氏
か
ら
、
沖
縄
県

の
現
状
と
連
携
へ
の
取
り
組
み
、
所

感
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

・
沖
縄
県
は
連
携
件
数
が
少
な
い

・
金
融
機
関
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
続
け

  

て
い
る

・
金
融
機
関
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

  

う
工
夫
が
必
要

沖
縄
の
知
財
に

関
す
る
金
融
連
携

に
つ
い
て

│ 

比
嘉
満
氏

      

I
N
P
I
T
沖
縄
県
知
財
総
合
支
援
窓
口

     　

事
業
責
任
者

        

お
き
な
わ
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ

     　

取
締
役
監
査
等
委
員

　

他
県
に
比
べ
て
沖
縄
の
金
融
連
携
は
、

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
と
い
う
と
こ

ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で
、
地
元
金
融
機
関
を

回
っ
て
沖
縄
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
の

P
R
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
連
携
件
数

は
あ
ま
り
増
え
て
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

中
小
企
業
支
援
機
関
の
連
携
会
議
が
年
２

回
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
21
年
度
以
前

の
金
融
機
関
か
ら
の
参
加
は
、
沖
縄
県
銀

行
協
会
と
沖
縄
金
融
公
庫
の
み
で
し
た
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
て
2
0
2
2
年
度
以

降
、
金
融
機
関
の
本
店
を
訪
問
し
て
窓
口

と
の
連
携
を
依
頼
。
さ
ら
に
、
金
融
機
関

の
支
店
を
訪
問
す
る
許
可
を
い
た
だ
き
、

年
間
十
数
件
回
っ
て
、
P
R
を
し
て
き
ま

し
た
。
支
店
長
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
反

応
が
あ
り
ま
し
た
が
「
無
料
で
や
っ
て
い

る
」
こ
と
で
、
関
心
を
示
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ま
し
た
。
2
0
2
3
年
4
月
に
は

沖
縄
銀
行
と
知
財
に
関
す
る
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。１
つ
で
も
形
に
な
っ

て
く
れ
た
の
で
、
他
の
金
融
機
関
の
刺
激

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
本
協
定
に
基
づ
き
、
営
業
店

で
の
知
財
相
談
会
、
商
談
会
な
ど
を
開
催
。

沖
縄
銀
行
の
役
員
向
け
に
は
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
。
タ
イ
ト
ル
は
「
無
形
資
産
時
代
に

お
け
る
中
小
企
業
経
営
と
地
域
機
関
の
役

割
」
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
、
窓

口
の
金
融
連
携
件
数
は
、
や
や
上
向
き
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

銀
行
は
地
域
に
密
着
す
る
こ
と
で
、
地

域
社
会
の
価
値
向
上
を
図
り
、
地
域
貢
献

を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

す
が
、
無
形
資
産
で
あ
る
知
的
財
産
は
、

企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
と
い
う
意
味
で

も
重
要
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
価
値
向
上

に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
は
、
金
融
機
関

の
役
員
の
方
も
理
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
知
財
を
以
て
、
事
業
可
能
性
評

価
を
実
施
す
る
と
こ
ろ
ま
で
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
が
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。今
後
は
、セ
ミ
ナ
ー

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
、
知
財

が
事
業
性
評
価
に
繋
が
る
こ
と
を
広
く
認

知
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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時
代
が
変
化
し
、

知
財
金
融
が
進
ん
で
い
る

│ 
鮫
島
正
洋
氏

     

弁
護
士
法
人
内
田
・
鮫
島
法
律
事
務
所　

パ
ー
ト
ナ
ー
弁
護
士
・
弁
理
士

　

２
０
０
４
年
に
特
許
庁
の
中
小
企
業
知

財
戦
略
支
援
事
業
の
委
員
長
に
任
命
さ
れ
、

20
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
、
中
小
企

業
の
知
財
戦
略
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
以
前
は
中
小
企
業
の
経
営
者
か
ら

「
知
財
に
は
コ
ス
ト
が
か
か
る
し
、
即
効
性

が
な
い
」
と
い
う
声
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
頃
に
は
、
知
財
を
活
用
す
る

こ
と
で
金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が
得
ら
れ

る
仕
組
み
を
横
浜
市
と
と
も
に
検
討
し
て

参
り
ま
し
た
。
狭
い
地
域
で
の
取
り
組
み
で

あ
り
、
金
融
機
関
も
少
な
い
こ
と
か
ら
、
難

易
度
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
た
。
結
果

は
と
も
か
く
と
し
て
、
知
財
金
融
の
取
り
組

み
は
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
、
特
許

庁
が
知
財
金
融
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
、
約

３
年
間
委
員
を
務
め
ま
し
た
が
、
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
、
ど
う
評
価
さ
れ
た
の
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
金
融
の
領
域
に
関
し

て
は
金
融
庁
が
管
轄
し
て
お
り
、特
許
庁
は
、

か
な
り
慎
重
で
控
え
め
な
姿
勢
を
取
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
多
く
の
金
融
機
関
や
知
財

総
合
支
援
窓
口
が
連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
成
果

は
、
お
そ
ら
く
知
財
金
融
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

な
け
れ
ば
実
現
し
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ

の
点
で
は
、
非
常
に
良
い
取
り
組
み
だ
っ
た

と
感
じ
て
ま
す
。　

　

10
年
前
は
、
銀
行
に
「
特
許
を
取
り
た
い
」

と
言
っ
て
も
、「
無
駄
な
出
費
だ
」
と
言
わ

れ
る
時
代
で
し
た
。
こ
れ
で
は
経
営
者
へ
の

知
財
の
啓
発
が
進
ま
な
い
と
感
じ
、
大
き
な

ジ
レ
ン
マ
を
抱
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
知
財

金
融
に
取
り
組
む
一
部
の
金
融
機
関
の
意
識

が
先
進
的
に
な
り
、
知
財
の
価
値
も
理
解
さ

れ
、
経
営
デ
ザ
イ
ン
シ
ー
ト
な
ど
の
ツ
ー
ル

が
で
き
た
こ
と
で
、
世
の
中
が
大
き
く
変

わ
っ
た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
変
化
に

感
謝
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
努
力

が
実
を
結
ん
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

5
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家
森
信
善
氏

       

神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所　

教
授

　

２
０
０
７
年
頃
は
、
金
融
機
関
は
経
営
が

厳
し
い
時
代
で
、
リ
ス
ク
管
理
が
重
要
で
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
12
年
間
で
状
況
が

大
き
く
変
化
し
、
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ

ン
キ
ン
グ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も
変
化
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
も
そ
の
時
期
に
始
ま
っ
た
の

で
、
金
融
行
政
と
し
て
は
追
い
風
の
時
期

だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

地
域
金
融
機
関
は
経
営
環
境
が
厳
し
く
、

預
貸
利
ざ
や
が
縮
小
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
付
加
価
値
を
提
供
す
る
必
要
が
生
じ
、

知
財
を
活
用
し
よ
う
と
い
う
考
え
が
浮
上
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
組
織
的
に
対
応
で
き
る

力
を
持
つ
機
関
は
ま
だ
少
な
く
、
多
く
は
短

期
的
な
視
点
で
の
対
応
が
主
流
で
す
。
金
融

機
関
自
体
が
知
財
の
専
門
知
識
を
持
つ
こ
と

が
難
し
い
た
め
、
専
門
家
を
上
手
に
組
み
入

れ
る
仕
組
み
を
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
零
細
企
業
は
費
用
の
問
題
が
あ
り
、

国
の
援
助
を
受
け
る
体
制
を
と
ら
な
い
と
現

実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
こ
の

2
年
ぐ
ら
い
知
財
金
融
委
員
会
で
は
、

I
N
P
I
T
と
の
連
携
を
強
化
す
る
方
策
を

検
討
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
12
月
に
、
中
小
企
業
庁
の
金

融
小
委
員
会
で
出
し
た
「
収
益
力
改
善
支
援

に
関
す
る
実
務
指
針
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
専
門
家
や
認
定
支
援
機
関
が
支
援
す
る

際
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
、
税
理
士
や
金
融
機

関
な
ど
と
適
切
な
連
携
を
図
る
こ
と
が
強
調

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
D
X
や
知
的
財

産
に
関
す
る
課
題
が
多
様
化
す
る
中
で
、
適

切
な
連
携
先
を
見
つ
け
る
た
め
に
知
的
財
産

の
観
点
も
考
慮
す
る
よ
う
提
案
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
課
題
解
決
策
の
検
討
で
は
「
知

的
財
産
等
の
無
形
資
産
も
考
慮
の
上
、
検
討

す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
も

加
え
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
認
定
支
援
機

関
が
補
助
金
を
受
け
取
り
、
計
画
書
を
作
成

す
る
際
に
は
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い

て
作
成
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
逆
に
専

門
家
は
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
作
業
を

行
う
た
め
、
金
融
機
関
と
協
力
し
て
計
画
書

を
作
成
す
る
際
に
、
こ
の
実
務
指
針
の
一
部

地
域
金
融
機
関
へ
の

フ
ォ
ロ
ー
が
進
ん
で
い
る



を
活
用
し
て
組
み
込
む
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

も
う
１
つ
、「
業
種
別
支
援
書
の
着
眼
点
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
金
融

機
関
の
若
手
職
員
向
け
の
企
業
支
援
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
す
。
金
融
庁
が
熱
心
に

6
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幸
田
務
氏

       

正
林
国
際
特
許
商
標
事
務
所　

知
財
・
経
営
支
援
部
長

       

（
元
尼
崎
信
用
金
庫
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
推
進
部
長
）

　

最
近
、
金
融
機
関
と
の
連
携
が
進
ん
で
い

る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域
金
融

機
関
だ
け
で
は
な
く
、
メ
ガ
バ
ン
ク
も
知
財

に
注
力
し
始
め
て
お
り
、
私
た
ち
の
事
務
所

も
連
携
が
増
え
て
い
ま
す
。
金
融
機
関
の
よ

る
取
引
先
へ
の
支
援
と
言
う
と
、
以
前
は
、

顧
客
を
紹
介
す
る
な
ど
の
手
法
が
主
で
し
た

が
、
他
の
金
融
機
関
も
同
様
の
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
る
の
で
、
相
手
の
関
心
を
引
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
相
手

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
提
案
を
し
た
い
と
考

え
、
メ
ガ
バ
ン
ク
も
知
財
の
方
向
か
ら
の
支

メ
ガ
バ
ン
ク
で
も
知
財
に

注
目
し
始
め
て
い
る

援
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
す
で
に

私
た
ち
も
２
年
ほ
ど
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
取
引
先
が
持
つ
特
許

な
ど
を
分
析
し
、
適
切
な
提
案
行
う
と
い
う

方
法
で
す
。
多
く
の
案
件
が
来
て
お
り
、
メ

ガ
バ
ン
ク
が
知
財
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
地
域
金
融
機
関
だ
け
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
参
考
に
な

る
か
と
思
い
ま
す
。質 疑 応 答

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

（幸田氏）経営デザインシートと知的資産報告書の使い分けはどうしているのでしょうか？

（強瀬氏）経営デザインシートは将来を示すもので、ビジョンや経営方針を明確化できます。知的資産報
告書には将来を記入する欄はありますが、価値創造ストーリーまで行くのは難しいと思います。そのため、
企業支援にはデザインシートの方が適しています。また、デザインシートは「知財」欄があることも利点
です。

（家森氏）地方では専門家が不足しており支援が難しいと言われますが、いかがでしょうか？

（長田氏）INPIT 知財総合支援窓口の支援担当者は調整役として機能しますが、専門家の深い支援は必要
です。
窓口の強みは全国に登録された約１０００名の専門家を無料で何度でも利用できる点です。専門家は適宜
同行し、支援を行っています。

（比嘉氏）沖縄も窓口の仕組みは共通しています。まだ、金融関係で専門家を活用した事例がありませんが、
これから取り組んでいきます。

（肥塚氏）金融機関の方、全員に専門的な知識までは求められていないと思いますが？

（強瀬氏）銀行が経営者にアプローチするとき、切り口として知財は有効です。経営者が知財部門に不満
を感じているケースが多々あり、金融機関が知財戦略を支援するという提案は受け入れられるのです。
銀行員に専門知識がなくても対話が可能です。

Q
A

Q
A

A

Q
Ａ

取
り
組
み
、
全
国
の
金
融
機
関
職
員
向
け
に

講
習
会
を
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
中
に
も
、

知
財
を
経
営
資
源
と
し
て
調
査
す
る
こ
と

を
含
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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